
令和７年度第２回 油津歴史文化遺産活用事業推進会議 

 

日時：令和７年１１月２５日（火） 

１４：００～１５：３０ 

場所：日南市役所 別館２階会議室７ 

 

≪ 会 次 第 ≫ 

 

１ 開  会 

 

 

２ 市長あいさつ 

 （市長退席） 

 

 

３ 議  事 

（１）【報告】各事業の進捗状況について 

① 油津文化遺産振興事業／未来創生課 

 

② 歴史資料館（ガイダンスセンター）整備事業／未来創生課 

 

③ 河野宗泰家整備事業／未来創生課 

 

④ 既存施設利活用事業／未来創生課 

 

⑤ 市民活動支援事業／未来創生課 

 

⑥ 水辺利活用事業／観光・クルーズ課 

 

⑦ 花峯橋整備事業／生涯学習課 

 

 （２）【協議】事業計画見直し及び今後の展開について 

 

 

４ そ の 他 

 

 

５ 閉  会 



【委員】 ※敬称略

№ 区　分 所属団体名 所属団体役職名 氏　名 特記事項

1 地域代表 日南市自治会連合会 代表者 益田　政司 委員長

2 地域代表 油津地域協議会 代表者 細田　　勝

3 関係団体 日南商工会議所 専務理事 落合　兼久 副委員長

4 関係団体 一般社団法人　日南市観光協会 事務局長 廣池　幸治 【欠席】

5 関係団体
一般社団法人　宮崎県建築士会
日南支部

事務局
（財産マネジメント課）

山口　勝也

6
有識者

（文化財・建築）
国立大学法人
鹿児島大学大学院

教授 木方　十根 【欠席】

7
有識者

（公共調達）
国立大学法人筑波大学
人文社会系

教授 楠　　茂樹

8
有識者

（観光・交通）
宮崎空港ビル株式会社 取締役営業部長 藤本　誠一

9
有識者

（文化財）
教育委員会生涯学習課 文化財専門担当官 長友　禎治

10 行政（市） 総合政策部 総合政策部長 宮口　美子

11 行政（市） 教育委員会事務局 教育部長兼学校教育課長 鬼束　昌義

【油津の歴史文化遺産を活用したまちづくりコーディネーター】

№ 区　分 所属団体名 所属団体役職名 氏　名 特記事項

1 コーディネーター
株式会社エヌ・ティ・ティ・
データ経営研究所

マネージングディレクター
金融政策コンサルティングユニット長 大野　博堂 オンライン参加

【事務局】

№ 区　分 所属団体名 所属団体役職名 氏　名 特記事項

1 行政（市） 日南市 市長 髙橋　透

2 行政（市） 総合政策部　未来創生課 課長 古澤　慎一郎

3 行政（市） 総合政策部　未来創生課
課長補佐兼
未来創生係長

吉元　裕次郎

4 行政（市） 総合政策部　未来創生課
未来創生係
副主幹

山倉　一浩

5 行政（市） 産業経済部　観光・クルーズ課 課長 谷口　誠一郎

6 行政（市） 産業経済部　観光・クルーズ課
観光・クルーズ政策係
副主任主事

遠藤　風花

7 行政（市） 教育委員会事務局　生涯学習課 課長 重永　康彦

8 行政（市） 教育委員会事務局　生涯学習課 文化財係長 平原　英樹

9 行政（市） 教育委員会事務局　生涯学習課
文化財係
副主幹

佐藤　智文

令和７年度第２回　油津歴史文化遺産活用事業推進会議　出席者名簿



○

筑波大学 日南市自治会連合会

○ 教授 会長 ○ ○

楠　茂樹 益田　政司

宮崎空港ビル株式会社 油津地域協議会 ○

○ 取締役営業部長 会長 ○

藤本　誠一 細田　勝 ○

教育委員会事務局
生涯学習課

日南商工会議所

○ 文化財専門担当官 専務理事 ○ ○

長友　禎治 落合　兼久

一般社団法人
宮崎県建築士会日南支部

総合政策部 ○

○ 会員 総合政策部長 ○

山口　勝也 宮口　美子

教育委員会事務局 ○

教育部長兼学校教育課長 ○

鬼束　昌義 ○

○

（オンライン）

大野　博堂

ＮＴＴデータ経営研究所

（油津まちづくりコーディネーター）

令和７年度　第２回　油津歴史文化遺産活用事業推進会議　席次表

　　　日　時　　令和７年11月25日（火）　14時00分から
　　　場　所　　日南市役所別館２階　会議室７

○ （敬称略）
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油津歴史文化遺産活用事業推進会議設置要綱 
 

（設置） 
第１条 本市の油津地区における歴史文化遺産の伝承及び賑わい創出を目的として、令和６年３月に策定し

た『油津の歴史文化遺産を活用したまちづくり計画』に基づく事業（以下「油津まちづくり事業」という。）
を一体的に推進し、本市の地域社会及び地域経済の向上に資するため、油津歴史文化遺産活用事業推進会
議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

 
 （所掌事務） 
第２条 推進会議の所掌事務は、次の各号に掲げるものとする。 
(1) 油津まちづくり事業の円滑な推進に関すること。 
(2) 前号に掲げるもののほか、油津まちづくり事業の推進に関し必要と認められる事項 

 
 （委員） 
第３条 推進会議の委員は、次の各号に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 
 (1) 関係団体の代表者 ５名以内 
 (2) 学識経験者 ４名以内 
 (3) 関係行政機関の職員 ２名以内 
 
 （任期） 
第４条 任期は第２条の所掌事務が終了するまでとし、任期途中に諸事情により退任する場合は、後任者を

選任しなければならない。 
 
 （役員）         
第５条 推進会議に、委員長１名及び副委員長１名を置く。 
２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 
３ 委員長は、推進会議を代表し、会議を総理する。 
４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代理する。 
 
 （会議） 
第６条 推進会議は、必要に応じて委員長が招集する。 
２ 委員長は、会議の議長となる。 
３ 委員長は、必要があると認めたときは、会議に委員以外の者を出席させ、その意見、説明及び資料の提

出を求めることができる。 
４ 推進会議は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

５ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
 
 （ワーキンググループ等の設置） 
第７条 推進会議に諮る事項の検討を行うため、ワーキンググループを設置する。 
２ 前項のワーキンググループは、油津まちづくり事業の関係行政機関の職員をもって組織する。 
３ 前２項に定めるもののほか、必要があると認めたときは、部会その他の会議を設置することができる。 
４ 前条第３項の規定は、ワーキンググループ及び部会その他会議について準用する。 
 
 （庶務） 
第８条 推進会議の庶務は、総合政策部未来創生課において処理する。 
 

（報償・旅費） 
第９条 推進会議及び第７条第３項の規定により設置された部会その他の会議に出席した委員に対して報償

費を支給するものとし、その額は予算の範囲内で支給するものとする。 
２ 旅費については、公共交通機関を利用する場合に限り、航空運賃等を実費により計算する。 
３ 前２項の規定にかかわらず、推進会議及び第７条第３項の規定により設置された部会その他の会議では、

市内に住所がある委員については旅費、行政職員等については報償費、旅費ともに支給しない。 
 
（秘密保持） 
第 10 条 推進会議の委員は、正当な理由なく、その業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 
 
 （その他） 
第 11 条 この要綱に定めるもののほか、推進会議の運営その他必要な事項は、委員長が推進会議に諮って定

める。 
 
   附 則 
  
１ この要綱は、令和６年５月１日から施行する。 
２ 令和６年度第１回推進会議については、第６条第１項の規定にかかわらず、市長が招集する。 


